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軍
艦

備

洲
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海

洋

測

藍

大
正
十
四
年
選
1L於
て
我
が
脂
鮮
水

路
部
は

｢
油
洲
l
み
し
て
日
本
筒
か
滝
田
即
ち
問
は
赤
道
ー
西
は
米
支
那

指
､
避
柑
淑
映
､
東
は
南
方
諏
良
で
p
ア
ナ
甜
烏
に
及
ぶ
握
洋
の
弧
紬
か

銅
盤
L
､
此
6
嘉

阿
り
偏
流
の
放
題

在

明
に
L
ー
之
に
附
隠
し
て
講
和
の

桃
川
私
行
托
せ
る
せ
い
ふ
こ
せ
で
あ
る
｡
其
の
嬰
日
は
脂
沌
純
正
､
海
水

6
1m
頗
及
此
帝
石

測
定
ー
粍
海
蝕
捌
及
底
兜
拭
択
劫
に
特
別
気
象
観
測
で

あ
っ
て
､
帥
棚
で
は
昨
年
狂
風
さ
れ
た
粘
さ
九
千
兆

以上
の
肘
島
崎
南
親

バ
ン
ク

方
の
海
北
hAJ神
棚
し
て
肌
亮
に
L
､
又
室
戸
崎
南
光
方
の
疑
問
の

鴫

や

琉

球
悔
溌
み
拭
糾
す
為
さ
,つ
で
あ
る
｡
之
に
依
っ
て
日
本
妃
悔
G
t海
底
が

E

ヂ
イ
ー
プ

層
明
巌
に
な
る
で
わ
ら
-
､
而
し
て
満
洲
海
淵
T
J

名
く
べ
与
世
界

E
の
鞘

虞
が碓
めら
れ
た
な
ら
ば
貯
白
い
,
,TJ
で
あ
る
O
因
に
云
ふ
浦
桝
は
四
月

中
旬
梯
窮
現
仲
我
糾
し
て
箪

一
次
の
調
査
に
徒
ひ
本
年
度
中
に
は
四
回
G
t

挟
究
私
行
ふ
}J
い
ふ
=
1J
で
あ
る
O

節
三
谷

･

印
戊
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印
度
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那
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洲

収

拡

レ
グ
ア
ン
,i

地
方
計

第
五
助

祭

三

二
B'

(
況

100

回
､三
五

三ー
き
〇

四

pO]
0

7､八
八C)

ま
0

台
O

志
.
三宝

一一れ
､1]蓋

117)､宍
0

七
二台

700

五

､三
歳

四
､g00

諾

hJ

台
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言
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世
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搾
る
生
輔

〔濁
位
千
拡
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牡
界
に
於
げ
ろ
生
糸
供
給
盛
払
見
ろ
に

上
略

粕

的

横

束

輸
出

拭
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輸

出

改
新
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正

完
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言
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回
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宍
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.究
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､
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忘
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正

三
､0
0
0

)0
喝

岩
0

弐
L
企
朗
の
鐙
街
に
大
概
に
相
加t
L
l
八
七
t#
年

頃
に
1

7
千
万
英
で

あ

っ
i1
り
が
1

7
九
〇
〇
年
に
二
千
万
進
TJ
な
り
今
日
で
代
凡
そ
三
千
万
進

に
増
加
L
i1
6
1で
あ
る
が
､
同
時
に
北
活

況
6
1相
加
代
替
L
-
1
謁
め
に

市
個
は
魚
に
騰
放
L
i1
､
之
ti
畠
TJ
L
て
兜
樹
に
於
げ
ろ
附
放
蕊
の
僻
逆

に
よ
る
も
り
で
あ
っ
て
､

1
万
柿
滅
私
生
産
地
ミ
す
る
ミ

1
方
紙
背
は
其

l
大
網
兜
地
で
あ
る
O
兜
図
り
網
棚
蓑
は

叫
八
九
〇
年
に
始
ま
り
ー
保
証

約
枚
砧
施
し
た
た
め
に
､
急
迫
に
発
達
し
て

叫
九

〇
二
年
に
-‡
艶
晶
TJ
併

立
L
､
今
日
で
は
其
以
上
に
な
っ
て
JyJii
､
英
工
場
に
年
々
七
億
弗
6
1也

路
み
な
し
悉
-
埜

円
附
妃
に
苑
申
さ
れ
て
ゐ
為
が
､
兜
脚
で
細
物
せ
印
し

て
販
致
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
年
執

l
憶
誌
.1
上
る
ミ
り
串
で
あ
る
か
ら
､

粧
終
り
舎
荘
賦
払
以
て
し
て
も
足
許
に
も
よ
り
つ
け
な
い
､
人
造
絹
糸
が

敢
妃
火
に
雄
治
L
L
:
り
も
仝
-
其
の
i1
め
で
あ
っ
て
､

7
九

7
三
年
に
世

鼎
り
人
絹
が

7
千
万
進
で
あ
っ
ii
の
に

l
九
二
三
年
に
四
千
五
官
万
進
み

越
え
､光
固
持
千
凹
宵
万
益
私
産
し
て
世
界
節

T
の
人
絹
図
0)
な
つ
i
lが
ー

和
也
及
英
幽
谷
七
甘
万
1
日

ー
伊
､
俳
各
四
甘
方
私
産
目
し
て
ゐ
ろ
の
で

め
る
0
こ
れ
ら
の
特
産
.1
よ
っ
て
も
､
階
米
桝
の
絹
拘
滑
牧
畳
み
充
た
し

舵
は
泊

り
で
み
ろ
､
蓋
し
絹
糖
tユ
米
組
で
托
静
池
晶
叉
は
約
第
大
小
が
多

蕊
_二
つ
-
ら
れ
て
､
労
働
階
級
に
英
大
の
預
用
が
み
る
か
ら
で
あ
る
､
さ

れ
ば
今
日
で
は
各
威
?,
-
盤
締
り
出
産
私
様
力
奨
励
し
て
ゐ
ろ
が
虫
糸
産



額
が
茶
粥
資
将
加
に
伴
は
ざ
る
に
ょ
つ
て
入
漁
絹
糸
6
1外
に
照
輝
の
使

用

-
盛
大
に
な
っ
て
喜
て
ゐ
為
､
英
囲
稲
田
飾
観
等
い
づ
れ
-
盛
ん
にこ
之

各

位
用
し
て
わ
あ
Cy
血
等
の
爾
紺
は
釆
椀
の
屋
頭
す
る
以
前
に
於
て
切
紙
物

二
葉
の
優
越
の
地
位
梅
島
め
て
ゐ
穴
の
で
あ
る
が
､
今
日
で
も
紛
糾
絹
糸

ジ
ャ
ダ
ぺ
及
ブ
-
レ
グ
･L
産
地
1}
し
て
節

1
位
に
あ
っ
て
､
就
中
艶
灘
及

パ
ー
か
ば
非
二
大
産
軸
で
あ
り
､
杓
池
ソ
ナ
ー
ン
地
方
も
亦
之
私
製
糾
し

英
観
で
托
ヨ
ー
ク
y
ヤ
ー
が
非
中
心
地
で
あ

る
O
併
し
党
組
で
は
柄
二
葉

モ
同
様
に

大
柄
綿
紡
約
工
場
み
辿
さ
ん
寸)
し
て
ゐ
昌
か
ら
P
盆
糸
6
1脚
党

は
稔
々
将
加
す
る
ミ
見
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

○
ア
ビ
シ
ニ
ア
事
情

了
.i,シ
ニ
ア
Ii
市

エ
ソ
す
33
十
の
.満
に
て

牧
人
の
知
る
所
で
あ
あが
p
ア
ピ
シ
ニ
ア
卓
は
7
懲
ア
ラ
ビ
ア
入
り
命
名

で
､
英
独
の
意
で
あ
る
か
ら
ー
同
国
人
は
ア
ビ
シ

ニ
ア
官
呼
ぼ
る
ゝ
み
好

ま
な
い
､
,
苗

圃
の
雄
図
托
首
い
､

払
ダ
ヤ
機
会
盛
時
代
に
ア
ピ
シ
ニ
ア

女
王
(
ジ
バ
り
女
王
)
メ
ケ
ダ
托
y
P
宅
ン
王
の
交
野
に
憶
が
れ
阿
望
み
訪

門
L
､
後

紐
塀
し
て

l
予
私
塾
ぐ
.
是
が
7
33
ジ
エ
ア
御
代
の
王
i1
ろ
メ

ネ
-

タ
グ
叫
性
だ
ま
い
ふ
o

l
曙
関
粕
制
御
田
北
部
大
卒
私
磁
荷
し
て
印

度

モ

貿
易
船
し
た
血
跡
が
あ
る
｡
縫
っ
て
今
日
で
も
ア
ブ
で
カ
に
於
て
薫

も
古
い
弼
立
間
6
1峨

1
な
る
も
の
で
､
約
千
七
宵
年
前
粘
督
数
に
揮
供
し

て
汲
水
基
信
仰
の
形
式
に
何
等
の
建
椎
が
な
い
'
行
政
舵
澱
も
昔
の
封
建

制
茂
み
敷
布
し
て
ゐ
為
.
地
図
に
梅
坪
鞄
O
な
い
北
鮮
五
段
か
ら

1
.tTIm成

魚
で
､
末
撃

工
十
弔
旗
か
ら
四
十
二
腰
丈
で
の
問
.1
み
ろ
陸
拭
で
あ
る
が

こ
れ
は
英
窃
取
的

粕

利
加
ー
伊
俄
､
併
畷
リ
マ
-
フ
ン
ド
な
tyjに
よ
っ
て

紅
海
そ
り
鵜
絡
み
麟
来
れ
て
ぬ
る
i1
め
で
あ
る
､
田
野

二
十
五
万
平
分
雌

維

敬

ハ我
苓
工
の
約
四
倍
)
i
敗
にこ
践
放
牧
S
T,土
地
で
骨
蔚
ア
汐
ス
ア
ベ
パ
_王
将

鹿
瀬
千
石
.有
限
以
上
に
放
し
て
ゐ
る
わー
ら
ー
務
浩
に
狂
い
け
れ
ど
も
窺
放

け
日
時
我
規
の
耽
り
如
-
で
あ
る
､
淡
人
が
も
し
俳
依
夢
ブ
ヂ
に
上
陸
す

ろ
1,
基
地
托

山
風
文
明
人
の
虫
存
す
べ
か
ら
ざ
る
が
か
み
,慾
が
あ
っ
て
岩

石
茶
々
ii
も
粟
野
{i}L
か
見
え
ぬ
､
経
っ
て
此
塊
に
抹
土
平
温
に
亙
る
滞

桁
地
仙W
が
め
る
壬
は
信
じ
ら
れ
ぬ
､
併
し
汽
軍
で
十
時
間
も
馳
せ
て
ア
ピ

シ
ニ
ア
関
城
に
入
る
ミ
粗
砂
が
園
地
す
る
､
弐
L
俳
綴
リ
マ
ヱ
ワ
ン
21
の

慣
地
内
は
何
等
見
る
.(
阜
も
の
も
な
い
鹿
毛
の
沌
で
あ
る
が
､
汐
プ
チ
よ

り
九
十
粁
私

へ
て
ダ
サ
タ
ン
三
潔
ふ
図
墳
小
将
軍
壕
に
-
る
せ
癖

が
担
っ

て
､
二
､
よ
り
ヂ
ソ
ダ
y
市
ま
で
に
土
地

f
野
に
火
山
潜
か
ら
成
立
し
て

ゐ
て
絶
勝

が
よ
-

公
選
し

て
ゐ
為
､
ヂ
レ
ダ
y
市
は
汐
プ
チ
川
蟹
後
節

l

H
の
府
泊
邦
で
施
療
四
千
呪
､

!
丸

山
八
年
造
t
L鉄
道
の
終
鮎
で
あ
り
柴

が
､
人
口
敢

i
方
の
市
街
で
希
脚
人
望

こ
す
人
+,
い
ふ
が
在
倣
外
人
の
光

も
多
い
数
で
あ
る
､
俳
麟
人
が
三
十
有
鎗
腐
健
し
て
ゐ
る
､
町
に
托
放
水

-
あ
り
泳
泣
-
め
り
ー
余
程
超
辞
L
ii
町
で
あ
る
､
堕

す

田
以
後
托
所

謂
米
阿
粕
利
騨
地
滞
狩
の
東
方
斜
陳
私
覚
る
の
で
あ
る
か
ら
汽
軍
の
毎

靴

も
魚
に
な
る
､
黄
宿
泊
地

ハ
サ
ア
y
Th
J
云
ふ
所
が
野
獣
狩
G
t中
心
地
で

空
ア
打
な
.I,]も
め
る
､
蚊
が
多
い
の

で
p
m
心疫
操
防
り
托
窓
み
せ
な
く
て

ほ
おL-=ら
ぬ
､
解
三
日
日
托

l
夢
し
て
空
で
四
官
呪
各
界
ら
S=
ば
な
ら
ぬ
か

ら
汽
串
は
靭
五
噂
率
に
-3
て
温
む
､
附
綿

な
急
傾
斜
で
あ
る
､
骨
牌
に
妃

-
に
礎
抄
て
人
家
次
節
に
多
-
綿
花
小
歩
等
の
那
仲
が
野
生ま
れ
て
ぬ
る
､

珂
韓
の
紙
料
海
蝕
ruや
し
て
数
千
年
に
太
り
て
作
物
が
充
分
に
教
育
す
る

上
か
ら
考

へ
て
沃
土
竺
顎
ふ
ペ
巻
で
あ
る
､
見
渡
す
限
り
の
騨
封
が
動
作

さ
れ
や
に
あ
る
の
が
多
い
､
ア
ピ
シ
ニ
ア
の
凍
林
地
は
常
厨
よ
り
問
11
人

賢

1tT

七
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地

球

ら
な
い
亡
見
ら
れ
の
､
飲
物
現
職
も
多
い
で
わ
ら
-
が
ま
だ
嗣
萱
さ
れ
て

ゐ
な
い
'
人
口
の
如
4
,も
正
裾
に
知
れ
な
い
が
千
三
官
万
ミ
想
像
さ
れ
て

ゐ
る
､
首
府
の
外
に
郁
骨
tJ
い
ふ
べ
与

_‡
ヂ
レ
グ
ア
ミ
ハ
ラ
>h
q･J
ア
タ
ー

ム
竺

二
つ
で
､
♪
ヲ
肘
は
同
園
の
公
園
ミ
し

て
知
ら
ろ
ゝ
首
市
G
l
f
で
'

ア
タ
ー
ム
に
畠
呼
の
戴

冠
式
私
行
ふ
所
で
み
ろ
､
十
月
か

ら
四
月
ま
で
の

乾
期
私
除
い
て
五
ケ
月
間
の
関
期
_‡
同
断
な
4
,降
雨
が
あ
っ
て
平
原
の
土

地
は
熟
柄
が
多
い
が
､
首
府
の
附
班
は
淋
叔
八
千
呪
り
高
原
で
み

ろ
か
ら

窺
侠
i
宜
し
い
､
住
民
は
余
程
複
椎
で
､
純
粋
の
ア
ビ
シ
ニ
ア
人
三
溝
ふ

べ
t･Y,1‡
全
人
口
G
t約
三
分

7
に
過
ぎ
な
い
､
他
の
大
多
数

は
十
六
世
紀
中

に
阿
沌
利
加
中
部
地
方
よ
り
侵
入
し
た
が
ラ
旅
で
､
色
も
黒
-
文
化
の
程

度
が
低

い
､
し
か
し
互
に
親
密
で
~
ア
ビ
シ
ニ
ア
人
竜
北
だ

職
を
好
む
凪

が
み
ろ
､
妃
牡
に
至
り

l
八
七
五
年
か
ら
六
年
に
填
及
翠
に
勝
ち
､

7
八

九
六
年
に
伊
大
利
鐘
縦
革
み
倣
っ
て
か
ら
=
り
方
ー
武
力
に
就
て
は
余
槌

哨
概
し
て
ゐ
ろ
.
蟹
に
此
時
に
は

山
万
四
千
の
伊
大
利
軍
が
十
二
万
の
ア

ピ
シ
ニ
ア
兵
に
改
め
ら
れ
て
拾
ん
.･,)全
滅
し
た
り
で
本
取
役
の
紡
糸
ア
ビ

シ
ニ
ア
は
図
際
的
.1
北
転

位
払
高
め
､
首
府
ア
ヂ
ア
ス
ア
ベ
パ
tこ
_‡
列
国

の
公
使
館
が
設
立
さ
れ
る
株
に
な
っ
た
の
で
今
日
で
は

人
口
も
約
十

1
万

に
な
っ
て
お
ろ
O
フ
ラ
ン
ミ

ニ
y
オ
ビ
ヤ
ン
鉄
道
は
y
プ
チ
よ
り
こ
ゝ

ま
で
娼
長
五
官
哩

で
長
さ
は
七

八
六
基
に
過
す
hT･{
い
が
唯

7
竺
父
通
擁
細

で
ー出
産
粕
川
晶
ii
る
ー
獣
皮
､
山
羊
ー
串
皮
､伽
排
､
蜜
蝋
､
象
牙
の
新

を
俳
､
英
等
に
輸
近
し
､
輸
入
貿
易
_こ
11
細
管

口
.
発
物
､
金
物
難
､
社

集
材
料
等
が
み
ろ
｡
=
り
餓
造
り
外
に
陸
路
カ
ラ
パ
ン
に
よ
っ
て
ナ
イ
ル

上
流
の
舟
鮎
に
聯
路
す
る
-
の

が
あ

る
が
ー
到
底
=
の
賊
誼
の
政
で
な

い
｡
日
本
紫
の
綿
布
断
姉
.1
盆
シ
ー
チ
ン
グ
が
金
輸
入
の
八
劉
似
上
に
も

節
三
食

第
五
敬

f
=苅

田

七
四

達
し
､
押
流
漸
増
の
見
込
が
あ
あ
､
し
か
し
之
在
荷
ふ
も
り
に
英
俳
伊
の

人
々
で
､
日
本
人
の
鑑
接
に
貿
易
在
野
ん
で
ゐ
ろ
も
り
1‡
な
い
､
輸
哲

口

の
獣
皮
蜜
蝋
の
如
き
本
邦
.i
-
祁
常
編
要
が
あ
る
の
で
あ
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